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Tomoko Fukuda 1 and Hideki Takahashi 2 : On the holotype specimen of Mertensia pterocarpa（Turcz．）
Tatewaki et Ohwi var. yezoensis Tatewaki et Ohwi（Boraginaceae）
エゾルリソウMertensia pterocarpa（Turcz．）Tatewaki et Ohwi var. yezoensis Tatewaki et Ohwiはチ









京大標本のラベルには，「Mertensia yezoensis sp. n., Yezo芦別岳，ca. 1915, H. Koidzumi」とある。採集
月日がなく，採集年の 1915の前に ca．が付記されている。「Mertensia yezoensis sp. n．」は大井の自筆であ
るが，産地，年号，採集者名については誰の筆跡か分からない。“Mertensia yezoensis”は正式には発表されて
おらず，Ohwi（1933）はエゾルリソウの初発表文でシノニムとして引用（Mertensia yezoensis Tatewaki et
Ohwi mass．）している。一方，北大標本のラベルは「石狩国芦別岳，July 28―31, 1915，小泉秀雄」とあり
採集年についてはより詳しく，「Mertensia rivularis DC. var. japonica Tak．」（宮部金吾の自筆と思われる）
がラベル中央に書かれ，ラベル上部に後で書き加えられたと見られる「Mertensia pterocarpa var. yezoensis
Tatewaki et Ohwi」（館脇の自筆と思われる）がある。さらに，上記したようにタイプの印が台紙に押されて




（1933）は茎生葉について，「長さ 3―5 cm，幅 2―3 cm」と記載しているが，北大標本の葉は長さ 3―3.5 cm，
幅 1―2 cmでありより小さいが，京大標本はこの変異幅に入る。
以上のように記載文は京大標本の特徴に一致し，さらに新変種発表を主導したと考えられる大井（Ohwi
1933の中で発表されている）が当時京大に所属していたこと，Mertensia yezoensis pro syn．は正式に発表
されなかった無効名だが，エゾルリソウの学名はこの種小名 yezoensis を変種ランクに新組合せをおこなった











初発表時に同時に引用された他の 2標本，mt. Ashibetsu（S. Nishida et H. Yanagisawa in 1913）とmt.
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